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研究成果の概要（和文）：本研究ではASDおよびその疑いのある５歳児を対象とし（１）感覚特性と発達を調査
し（２）保育者と保護者の評価の違いについて（３）就学支援の重要な視点を明らかにすることを目的とした。
その結果（１）143名のうちSPの4象限のいずれかに非常に高い値を示した児は21名（14.6％）であり、内1名は
発達性協調運動障害、内2名はADHDであった。発達指数が高いほど感覚の問題が少ない傾向であった。（２）評
価者により評価に違いがあることが明らかになった。これは家庭と幼稚園という環境の違いが影響すると考えら
れる。（３）就学支援プログラムとして感覚過敏と合理的配慮に関する情報共有の重要性が明らかになった。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study was to (1) investigate sensory characteristics and
 development of 5-years-old children with or suspected of having ASD, (2) clarify the differences in
 assessment between caregivers and parents, and (3) identify important perspectives for school 
support.
The results showed that (1) 21 of the 143 children (14.6%) showed very high values in any of the 
four quadrants of SP, one of whom had developmental coordination disorder and two of whom had ADHD. 
The higher the developmental index, the fewer the sensory problems. (2) It became clear that there 
were differences in the evaluations depending on the evaluator. (2) It is thought that the 
difference between the home and kindergarten environments may have influenced the differences. (3) 
The importance of sharing information on sensory sensitivity and reasonable accommodation as a 
schooling support program became clear.

研究分野：保育学　特別支援教育

キーワード： 感覚特性　教員と保護者の情報共有　就学支援シート　就学支援プログラム　ASD

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究では就学支援プログラムの実証研究を行った。143名のうちSPの4象限のいずれかに非常に高い値を示した
児は21名（14.6％）であり、内1名は発達性協調運動障害、内2名はADHDであった。診断がなく感覚特性への配慮
を要する児童が一定数存在することを示している。また評価者により評価に違いがあった。これは家庭と幼稚園
という環境の違いが影響すると考えられる。このことから就学支援プログラムとして、診断の有無に関わらず感
覚過敏と合理的配慮に関する情報共有の必要性が明らかとなった。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



１．研究開始当初の背景 

感覚過敏や鈍麻など感覚特性の課題は運動や日常生活に影響し、幼児期の感覚の偏りは学

校での学習や運動能力にも影響する。そのため幼児期から学童期への引継ぎである就学支

援において感覚特性に関する理解と支援の情報共有は重要である。しかし、就学支援にお

いて、感覚特性と合理的配慮が明確に引き継がれることは少ないため、5歳児の感覚特性や

発達に関する実態調査を行ない、就学まで保護者と教員が連携して情報共有するために何

が必要か、就学支援プログラムとして検証することとした。 

 

２．研究の目的 

本研究の目的は ASD およびその疑いのある５歳児を対象とした就学支援プログラムについ

て実証的に研究することである。そのため（１）ASDおよびその疑いのある 5歳児を対象に

感覚特性である過敏性や鈍麻に対する実態を SPにて調査研究し、発達との関連性を検証す

ること、（２）保育者と保護者の視点の違いによる感覚特性のアセスメントを明らかにする

こと、（３）就学支援プログラムとして、保護者と教員で情報共有し合理的配慮を実施した。

それらの一連の流れを検証することを目的とする。 

 

３．研究の方法 

研究協力の得られた園において、5 歳児を対象に感覚特性についての実態調査を行った。

（１）A幼稚園と B幼稚園の 5 歳児 146名のうち、研究協力を得られた者を対象とした。方

法は、①発達全般は乳幼児発達スケール（以下、KIDS）TYPE T、②感覚は日本語版感覚プロ

ファイル（以下、SP）を用いて保護者が記入、日本語版感覚プロファイル（以下、SP）発達

検査を保育者と保護者それぞれで記入した。KIDSの総合発達指数（以下、MA）と SPの 4象

限（①低登録･②感覚探求･③感覚過敏･④感覚回避）について Pearsonの相関係数にて分析

し有意水準は 5％未満とした。（２）SP検査について保護者と幼稚園教員を対象に子どもの

感覚過敏の評価がどの程度異なるのか明らかにした。分析方法は SP の 4 象限（①低登録･

②感覚探求･③感覚過敏･④感覚回避）についてカイ二乗検定を用いた。有意水準は 5％未満

とした。（３）家庭での日常生活と幼稚園での感覚特性の相違点を明らかにすることを目的

にケース会議を行った。 

 

４．研究成果 

（１）5 歳児の感覚プロファイル検査と KIDS 発達検査の結果を分析した結果、5 歳児 146

名のうち 143名（97.8％）から協力を得られ、KIDSの MAと SPの 4象限との関係は、Pearson

の相関係数より、①低登録-0.194（0.020）、②感覚探求-0.215（0.010）、③感覚過敏-0.286

（0.001）、④感覚回避-0.237（0.004）に有意差があり、相関関係がみられた。また、KIDS

の MA70 未満の児は 5 名（3.5％）、SP の各象限で非常に高い値を示した児は、①低登録 11

名（7.7％）、②感覚探求 6名（4.2％）、③感覚過敏 3名（2.1％）、④感覚回避 7名（4.9％）



であった。また対象 143 名のうち SP の 4 象限のいずれかに非常に高い値を示した児は 21

名（14.6％）であり、内 1名は発達性協調運動障害、内 2名は ADHDであった。幼児期に感

覚の問題がある児が一定数いること、総合発達指数が高いほど感覚の問題が少ない傾向に

あるという知見を得た。 

 

 

 

（２）幼稚園の 5 歳児を対象とした保育者と保護者による感覚特性のアセスメントの違い

について調査研究を行った。感覚の問題は、家庭や集団場面など置かれた環境や評価者の
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感度が異なるのではないかと考え、教員と保護者の評価の違いに着目した。 

 

協力が得られた 134名（93.2％）のうち、SPの 4象限では非常に高い値（以下、SP高値）

を示した児は、①低登録：保育者 15名（11.2％）／保護者 11名（8.2％）、②感覚探求：10

名（7.5％）／6名（4.5％）、③感覚過敏：10名（7.5％）／3名（2.2％）、④感覚回避：10

名（7.5％）／7 名（5.2％）だった。χ²二乗検定より①低登録、③感覚過敏、④感覚回避

に 1％水準で有意差があった。各象限で共通していた SP 高値の児は、①低登録 4 名、②感

覚探求 1名、③感覚過敏 2名、④感覚回避 3名だった。 

幼稚園の 5 歳児における教員と保護者の感覚特性のアセスメントは、低登録･感覚過敏･

感覚回避において教員が高く評価していた。一方で、SP 高値を示した児のうち、教員と保

護者のアセスメント結果が共通していた児は半数以下であり、感覚の問題の見え方が異な

る可能性があった。これは、保育場面と家庭による環境の違いが感覚に影響していたこと

や評価者の感度も影響を及ぼしていたと考える。感覚の問題は、感覚の特性と環境による

影響を関連付けてアセスメントを行い、支援を検討する必要があると考える。 

 

（３）感覚特性の理解と支援は、家庭や集団場面など置かれた環境を保護者と教員が情報

共有し、その上で就学支援シートを作成することが大切であると考え、SP 検査について保

護者と幼稚園教員を対象に子どもの感覚過敏の評価がどの程度異なるのか、家庭での日常

生活と幼稚園での相違点と感染性を明らかにすることを目的にケース会議を行った。その

結果、幼稚園での感覚過敏と合理的配慮に関する必要性や日常生活との配慮事項の関連性

が明らかになった。 

 

これら一連の（１）から（３）の研究により、ASD及びその疑いのある 5歳児の就学支援

プログラムとして、感覚特性のアセスメントの重要性、保護者と保育者、教員との情報共有

の重要性が示唆された。 
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